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   Glucuronic acid in serum and the 24 hours' urine collections have been determined by 
the analytical method of Fishman which was described in 1955. 
   Significant variation of the total glucuronic acid valuein serum and 24 hours' urine 
collections as well as of the conjugated glucuronic acid value in 24 hours' collections have 
not been obtained between healthy subjects and the patients of urinary calculi. 
   The total and conjugated glucuronic acid value in 24 hours' urine collections determined 
before the extirpations of urinary calculi was similar with that after surgery. 
   The total and conjugated glucuronic acid value in 24 hours' urine collections has been 
determined after some drugs, namely glucuronolactone daily 5 g, chondroitinsulphate daily 
 1.5g, Rowatin daily 6 drops or salicylamide daily 3g was ingested. 
   The highest value of conjugated glucuronic acid was obtained after salicylamide was 
ingested, while the highest value of free glucuronic acid (which is obtainable by subtract-
ing the conjugated glucuronic acid value from the total glucuronic acid  value)was demon-











実験及び臨床的に尿石 の溶 解 試 験 を行つた結
果,そ れ等尿 石溶解作 用を有す ると見 られ る薬
品の 中では グルク ロン酸(以 下G酸 と略す)が
比較 的有効で め り,そ の作 用機転は尿 中に排 泄
され て
1.カ ル シウ ム塩特 に燐 酸塩に作用 して,そ
のカル シウ ムと可 溶性塩を作 るこ と
2.表 面張 力の減 少に よる表 面活性 の作用を
発揮 す ること
3.尿 膠質 の安 定作用 を有す る こと
であ ることは既 に報告 した.HarlinやPrien
も一部 同様 な考 えをもつてい る.又Prienは
特 に1.に ついては遊離型G酸 よ りも或 る種 の
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実 験 方 法
























6滴で,各 々1目3回 に分服 し,他の投薬注射は中止








































実 験 結 果
31才 ♂ 1140 352 326
32δ 13QO 354 340
37♀ 2150 410 354
23♀ 21∞ 324 304
27δ 1600 660 520

































































は第6表 に示す如 く,平均値は抱合G酸 の場合はサ リ
チール ・アマイド投与時に最大で2301mg,次いでロ



























































































T.16右 尿 管 石
N.S.9左 尿 管 石
J.K.δ 左 腎 石
K.0.6左 尿 管 石









































ナ フ トレゾルシン との発色 に よるG酸 の比 色
定 量法 は細い点 で街問題が 存す る様 であ るが,
本 実験に用 いた方法 は原著 に よればかな り改 良
された方法 と見 るべ きであ る.Fishmanは尿
中G酸 の排 泄量は1951年2)に0.23～0.839,平
均0.549,1955年に抱合G酸 の排泄量 は324
～463mg,平均394mgが24時 間 に排泄 され る
と報 告 しているが,本 実験 で得 られ た値 も大体
近 い値 を示 した.
上記 の結 果 よ り見 る と,血 清及び尿共 に測定
値 はやや尿石患者 についての方が 大であ るが,
その差 は僅 少 と云い得 る.又 個 体差 も相 当に存
す る.更 にそれ等 の差 は実験 誤差範 囲 と見 なし
得 る.従 つて健 入 と尿石患者 の間には,血 清 中
のG酸 濃度及 び尿 中排 泄量共に有意 の差は無い
と見るべ く,随 て尿路結石 の成 因 とG酸 との直
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第6表
尿 石 患 者尿 につ い て 薬 品経 口投 与 に よ る尿 中 総 グル クロ ソ酸(T)及 び 抱 合 グル クロy酸(G)の 排 泄
量.mg/24時間尿s=サ リチ・Pルアマ イ ド1日39.c=コyド ロ イ チy硫 酸1日1.59R=ロ バ











306 402 341 344 413 361




T 2750 2265 2990 2510 2350 25デ3




T 270 324 238 320 402 311
「







494 763 545 857 .615 655





990 1040 1238 990 960 1025
270 336 416 716 390
ρ,
425
患 T.F.28.6T.1,23,♂M.S.216者 右 腎 石 右 尿 管 石 右 腎 石 暑藩 癌 高・T瞥28若平 均
接の関係は無いと考えるのが適当であろう.













び抱合G酸 の排泄量は,健 入と尿石患者 との間
には有意の差は見られない.
24時間尿 中の総G酸 及 び抱合G酸 の排 泄 量
は,尿 石除去前後 で大差 を示 さない.
G酸 ラク トン1日59,コ ン ドロイチ ン硫酸
1日1.59,ロ バチ ン1日6滴,サ リチ ーノ恥
アマイ ド1日39を 内服 した時 の24時間尿申の
G酸 排泄量 は,抱 合G酸 はサ リチ ール ・アマイ
ド内服時 が最大 で,遊 離型G酸 はG酸 ラク トン






其 の 他 の 文 献 は,尿 石 溶 解 の 研 究(第5報)
森 二泌 尿 紀 要,3;49,1957.参 照.
